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厚生労働省「国民生活基礎調査」 平成７年の数値は兵庫県を除く。平成２８年の数値は熊本県を除く。 

 世帯構造別･世帯類型別にみた世帯数及び平均世帯人員の年次推移 
 

ひとり親と子どもがどのくらいいるのか 

子育て世帯の 
約５分の１が 
ひとり親家庭 



東京都は 
全国最下位 
少ないの？ 
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全国平均 
8.82% 

都道府県別ひとり親世帯の子どもの出現率 

ひとり親と子どもがどのくらいいるのか 

厚生労働省「国民生活基礎調査」 

東京都
6.05% 



● 離 婚 の 背 景  
 ☞拘束・ＤＶ、不倫・浮気、ギャンブル・借金 

  ☞若年層の婚姻の破綻 

 ☞ コミュニケーション力の低下、性格の不一致 など 

● ひとり親家庭の課題  
 ☞ 経済的な厳しさ それがもたらす影響（親・子） 

          それを生み出す社会構造 



ひとり親家庭の現状 

  母 子 世 帯 父 子 世 帯 

１  世  帯  数 （推計値） １２３.２万世帯  １８.７万世帯 

２ ひとり親世帯になった理由 
離婚 ７９.５％ 
未婚  ８.７％ 
死別  ８.０％ 

離婚 ７５.６％ 
  

死別 １９.０％ 

３  就 業 状 況  ８１.８％  ８５.４％ 

         うち、正規職員・従業員  ４４.２％  ６８.２％ 

         うち、自営業   ３.４％  １８.２％ 

         うち、パート・アルバイト等  ４３.８％   ６.４％ 

４  平均年間収入（母または父自身の収入）  ２４３万円  ４２０万円 

５  平均年間就労収入（母または父自身の就労収入）  ２００万円  ３９８万円 

６  平均年間収入（同居親族を含む世帯全員の収入）  ３４８万円  ５７３万円 

厚生労働省「平成28年度全国ひとり親世帯等調査」 



ひとり親家庭の課題 
 

所得の種類別一世帯当たり平均所得金額   （単位：万円） 

総 所 得 稼働所得 
公的年金 
・恩 給  

年金以外
の社会保
障給付金 

仕送り・ 
企業年金 
・個人年 
金・その 
他の所得 

世帯人員 
一人あた
りの平均
所得金額 

母子世帯 ２９０.５ ２１９.９  １７.７  ３８.８   ８.４ １１２.２ 

児童のいる世帯 ７３９.８ ６８７.０  ２２.８  １８.２   ５.１ １８２.４ 

全世帯 ５６０.２ ４２３.７ １０４.０   ６.８  １２.７ ２１９.５ 

高齢者世帯 ３１８.６  ７０.９ ２１１.２   ２.５  １７.２ ２００.６ 

厚生労働省「平成29年国民生活基礎調査」 



家計からみた所得再分配（月額平均） 

  総務省統計局平成26年度全国消費実態調査 

  母 子 世 帯 18歳未満の子どもがいる世帯 

Ａ 当初所得 ①＋②＋③ ２１５,４５８円 １００.０％  ４８６,０９５円 １００.０％ 

 ① 勤め先収入 
 ② その他の収入 
 ③ 社会保障給付金 

１８１,８６９円 
１０,９８１円 
２２,６０８円 

 ８４.４％ 
  ５.１％ 
 １０.５％ 

４４９,５０７円 
１４,９９５円 
２１,５９３円 

 ９２.５％ 
  ３.１％ 
  ４.４％ 

Ｂ 非消費支出 ③＋④ ２５,９３８円  １２.０％ ８６,９９７円  １７.９％ 

 ③ 直接税 
 ④ 社会保険料（健保・年金等） 

６,１２４円 
１９,６６６円 

  ２.８％ 
  ９.１％ 

 ３４,９１７円 
５１,９９３円 

  ７.２％ 
 １０.７％ 

Ｃ 可処分所得 Ａ－Ｂ １８９,５２０円   ３９９,０９８円 

Ｄ 消費支出 １９０,４６４円 ２９７,２０６円 

 実計収支 Ｃ－Ｄ 



ひとり親家庭支援の重要性 
 

子どもを育てている｢ひとり親｣の生きづらさ･経済的貧困 

 ☞ 未だにひとり親と言うと世間の偏見があちらこちらに根深く残る 

 ☞ 所得税と異なり、社会保険料は収入に関わらず負担（減免にならず） 

 ☞ 正規勤務していれば、年次休暇・子育て支援休暇等の福利厚生の恩恵 

 ☞ 子育てと仕事の両立の困難 ⇒ パートタイムになりがち、低所得に 

 ☞ 学校（園）からの引き取り連絡等 ⇒ 仕事に影響（減給・解雇にも？） 

 ☞ 保育等の受入れ事情や高額な学校・塾事情 ⇒ 子どもの将来性は？ 

 ☞ 行政は現金給付よりもサービス給付に重点 ⇒ 貧困解消になるの !? 

 ☞ 子育ての悩み等を相談する友だちがいない、相談の時間がない 



最大の支援～安心･安全に暮らすこと 

同じ境遇を分かち合える仲間とつながりたい 

安定した仕事に安定した収入を得たい 

子どもを安心安全な場所で保育を受けさせたい 

人並みな教育を子どもに受けさせたい 

でも実際は･･･ 

納得してはいる、一人で何でもこなさなくてはならないこと 

子どもの年齢問わず１日２４時間では足りないほどの忙しさ 

疲弊すればするほど孤独感･孤立感に苛まれる 



ひとり親家庭に必要な支援 
２０１６年ＪＩＬＰＩＴ （労働政策研究・研修機構）子育て世帯全国調査 

 
■食料の不足を感じている世帯の割合 

 ひとり親世帯 １６.１％ 相対的貧困率 ５０.８％ 

 ふたり親世帯  ６.２％ 相対的貧困率 １０.７％ 

■シングルマザーの就業率 ８７.２％（ＯＥＣＤ ６５％） 

        平均年収 ２２０万円 

 
■望む公的支援 

 ①金銭的支援 

 ②保育サービス 

 ③休業・休暇の期間延長 となっているけれど･･･ 

 

日本のシングルマザーの就労率は世界的には
一番高いが一番貧困。子どもとふれあう時間は
一日あたりの平均時間たったの２３分！ 



立川市ひとり親家庭福祉会 立川みらい 

〇設  立  １９５９（昭和３４）年４月１日（本年６０周年） 

〇事 務 局  立川市子ども未来センター 協働事務室内 

〇会 員 数  約９０世帯（立川市とその周辺地域在住） 

〇年 会 費  一世帯あたり１,２００円 

〇協力団体  ＮＰＯ法人キャリアアシスタント 

       立川市社会福祉協議会 

       立川市子ども家庭支援センター 

             フードバンクＴＡＭＡ 

       国際ソロプチミスト立川 ほか 
行事のときはこの旗が目印 



１  会の目的  

  本会は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる、地域福祉の充実を推進す 

 るとともに、ひとり親家庭の自立精神の確立を図り、相互扶助と協働福祉の推進 

 に努め、健全な家庭生活をもたらすなど、自立支援を目的として活動する。 

２  活動目標 

 ① 多くのひとり親家庭に呼びかけ、本会に参加してもらうことにより、組織の  

  活性化を図る。また、将来にわたって継承されていくための組織づくりをして 

  いく。 

 ② 他のひとり親家庭福祉会等の団体と連携を図り、活動を推進していく。 

 ③ 各種啓発活動、教室等に事業を実施することにより、楽しみながら会員の意 

  識の向上、心身の健康維持・促進を図っていく。 

 ④ ニューズレター、インターネットやＳＮＳ等を活用して、会の活動を広報宣 

  伝するとともに、会員の増加を図っていく。 

 ⑤ 本会は本年で設立60周年を迎える。そこで、記念事業を計画し実施する。 



実 施 日 事 業 名 場   所 活   動   内   容 

 毎 月 

第 ３ 土 曜 

おしゃべりカフェ 

ひとり親相談の日 

立川市子ども未来センター 

１階グループ活動室 
ひとり親の子育ての悩みなどの情報交換 

毎 週 土 曜 み ら い 塾 
立川市子ども未来センター 

たましんRISURUホール他 

協力：ＮＰＯ法人キャリアアシスタント 

ひとり親家庭の子どもたちの学習支援 

４ 月２９日 
定期総会＆ 

ＢＢＱ親睦交流 

国営昭和記念公園 

バーベキューガーデン 
前年度事業報告・新年度事業計画など 

６ 月１６日 

・２２日 

たちかわ男女平等 

フォーラム 

立川市女性総合センター 

１階ホール・５階学習室 

歌とお話･バイオリンのファミリーコンサート 

ひとり親講座「心とお金のお話」 

８ 月１０日 

～１１日 
夏の親子一泊研修 神奈川県藤野芸術の家 川遊び・ＢＢＱ交流・懇親会・工房体験等 

１１月  ２ 日 

～  ３ 日 
たちかわ楽市出店 

国営昭和記念公園 

みどりの文化ゾーン 
おしるこ等の物販・会のＰＲ 

１２月１５日 クリスマス会 
立川市女性総合センター 

５階料理実習室 他 
親子クッキング・クリスマス会 

今年度の主な事業･行事 



おしゃべりカフェ 

 誰もが集える安心の場所 
  子ども家庭支援センター主催  立川みらい運営 
  

  〇毎月第３土曜午後 立川市子ども未来センターにて 

  〇予約不要 参加費１００円（お茶菓子代） 

  〇子ども家庭支援センター職員が見守り保育 

  〇離婚後の生活や子育て相談などのフリートーク 



み ら い 塾 

  経済的に厳しいけれど子どもの学力をあげたい 
  ＮＰＯ法人キャリアアシスタントの協力で学習支援を実現 

  〇毎週土曜夜  子ども未来センター、市民会館等にて 

  〇ひとり親の児童（小４～高３）非会員可 現在４０名ぐらい 

  〇大学生から社会人まで幅広いボランティアによる講師陣 

  〇児童２名に対し講師１名を基本（不登校児童は１対１） 

  〇月額２,０００円（講師の交通費） 

  〇年２回程度の塾ごはん提供、クリスマス会・保護者会開催 



     フードバンクからの支援箱を「宝箱」という子ども 

 💛普段おやつをなかなか買ってあげられていないけど、支援をいただいて 

   いるとき、本当に親子で楽しいおやつタイムを過ごすことができました。 

 💛いつもお金がない、お金が無いからダメだ！…そんなことばかりだった。 

   でも、いただいたお米や調味料などのおかげで、浮いたお金を他の食材 

   などの購入に回すことが出来ました。 

 💛箱が届くたびに、誰かが応援してくれているような 

   気持ちになり、また明日も頑張ろうと思いました。 

 皆様の思いやりが、必要なところに必要な支援を 

 届けてくださいます。本当にありがとうございます。 

フードバンクさん ありがとうございます！ 



ご清聴ありがとうございました 


